
本校における外国人講師の授業について

英語科西野貴子
１はじめに

平成６年度よりの新学習指導要領には国際性を養うことがその基本方針の一つに挙げられ、

外国語の目標も「外国語を理解し、外国語で表現する能力を養い、外国語で積極的にコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を育てると共に、言語や文化に対する関心を高め、国際理解を

深める｡」と掲げられた。英語教育の使命は従来にも増して大きくなってきている。本校では比

較的早くから、裏日本という地理的条件の不利と石川県人の消極的というか、おっとりしてい

るという性格を考慮して、生徒を積極的にするのに何かよい策はないかと思考を重ねてきてい

た。そこで、次のようなことを試みた。ある意味では、国際性につながっているといえるかも

知れない。

まず、昭和48年２月、アメリカのロータリークラブからの交換留学生を県内で最初に受け入

れてみた。彼らから、授業の中で生の英語を聞かせることが出来るようになった。以後、カナ

ダ、オーストラリア、スウェーデンの各国からも受け入れ、現在に至っている。

次に、交換留学生の受け入れと並行して、本校独自に英語11Ａに外国人講師を採用し、授業

を行なってみた。しかし、この企画は１年半で中止になった。

次に平成２年４月より文部省の英語担当講師採用計画が出され、本校も計画を提出したとこ

ろ、予算が認められた。外国人講師を依頼し、現在、ティームテイーチング方式で試行２年目

に当たる。

ここでは、経過を順に追いながら、授業の実践例を挙げ、経験から得たことを述べてみたい。

２交換留学生の場合

(ア）交換留学生の扱い

交換留学生なので、厳密な意味では外国人講師とは言えない。しかし、本校では外国人講師

並みに授業中は手伝ってもらったので、あえて、経過の一部として入れた。

交換留学生は１年生のクラスに入り、２年生に進級することにしている。外国人学生がクラ

スに入ると、まず、生徒たちが一生懸命に英語を使おうとする。相手に自分の言った英語が通

じた時の喜びは、だれしも経験しているように、このうえないものである。このように生徒に

は、大いに刺激を与えていることになるし、また国際親善にも目を向けさせていることになる。

普通は、留学生は１週間の時間割りの内、３分の２は授業を選択で受けるが、そのうち所属

クラスの英語の時間は全部出席しなければならないことにしている。英語の授業では読み、語

句説明、自国の風俗習慣の紹介などで手伝って貰う。他の空き時間は日本語のレッスンを受け

るか、場合によっては他のクラスの英語の授業に連れていって、手伝って貰うこともある。ア

メリカ人とオーストラリア人の２人の交換留学生が同時にいた時は、アメリカ英語とオースト

ラリア英語の違いが生徒たちにもよく解り、勉強になった。

(ｲ）交換留学生との授業

次のTeachingＰｌａｎは昭和58年11月､本校の第１１回高校教育研究協議会で行なった研究授業

で、カナダからの交換留学生Ｍｒ・SeanMcCuireをアシスタントとして行なった英語Ｉの授

業例である。
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TeachingPlanl

Instructor：ＴａｋａｋｏＮｉｓｈｉｎｏ

ｌＤａｔｅ：Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ２，１９８３

１１Class：l-CClass

lllText：TheCrownEnglishSeries，Ｂｏｏｋ１，Ｌｅｓｓｏｎｌ２

“FromAesop，sFables，，ｐ・lO3L1～ｐｌＯ４Ｌ７

１ＶＭａｊｏｒＡｉｍｓ：

Ａ・TointroducetwoAesop'sfables

BTohelpthestudentslearnｔｈｅｕｓｅｏｆｎｅｗｗｏｒｄｓａｎｄｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ

ＶPeriodsallotted：４（thisbeingthefirstperiod）

ＶＩＩｔｅｍｓｔｏｂｅｓｔｒｅｓｓｅｄ：

Ａ・Pattern：Areflexivepronoun

ltisTomthatbrokethewindow，

BPhrases：overandover，ｂｅｓａｉｄｔｏｂｅ,disguiseonself,atgrass,getsomeoneinto

trouble,never…but…,ｂｙday,ｂｙnight，duringthenight,ｉｎｔｈｅｄａｙｔｉｍｅ

Ⅵ１Ａ､ReviewMaterial：ＫｅｙｐｏｉｎｔｓｆｒｏｍＬｅｓｓｏｎｌｌ

Ｂ、NewMaterial：

Ｈｅｒｅｗｅｈａｖｅｆｉｖｅｆａｂｌｅｓｗｈｉｃｈｈａｖｅｂｅｅｎｔｏｌｄｏｖｅｒａｎｄｏｖｅｒｆｏｒｍｏｒｅｔｈａｎ２,OOO

yearsAesopissaidtobetheauthorofthesefables,ｂｕｔｗｅｄｏｎｏｔｒｅａｌｌｙｋｎｏｗｍｕｃｈａｂｏｕｔ

ｈiｍｏｒｈｏｗｔｈｅｓｅｆａｂｅｌｓｗｅｒｅcollected．

＊＊＊

AWOLFthoughtthatbydisguisinghimselfhecouldgetenoughtoeat､Heputona

sheepskintotricktheshepherdandjoinedtheflockatgrasswithoutbeingdiscoveredAt

sunsettheshepherdshuthimwiththesheepinthefoldandblockedtheentranceThenhe

felthungry,ｓｏｈｅｐｉｃｋｅｄｕｐｈｉｓｋｎｉｆｅａｎｄｋｉｌｌｅｄａｎａｎｉｍａｌｆｏｒｈｉｓｓｕｐｐｅｒ・Ｉｔｗａｓｔｈｅｗｏｌｆ

ｔｈａｔｈｅｋｉｌｌｅｄ

★Pretendingtobesomeoneelsecangetoneintoserioustrouble．

＊＊＊

ＡＢＩＲＤｉｎａｃａｇｅａｔａｗｉｎｄｏｗｕｓｅｄｔｏｓｉｎgduringthenight、Ａｂａｔｗｈｉｃｈｈｅａｒｄｈｅｒ

ｃａｍｅｕｐａｎｄａｓｋｅｄｗｈｙｓｈｅｎｅｖｅｒｓａｎｇｂｙｄａｙ,ｂｕｔｏｎｌｙｂｙｎｉｇｈｔ・Sheexplainedthatthere

wasagoodreason：shewascaughtwhileshewassingingonceinthedaytime,andthishad

taughtheralesson．‘Ｏｎｅｍｕｓｔｂｅｃａｒｅｆｕｌｂｅｆｏｒｅｏｎｅｉｓｃaught,ｎｏｔafter,，ｓａｉｄｔｈｅｂａｔ．

★Ｉｔｉｓｔｏｏｌａｔｅｔｏｂｅｓｏｒｒｙａｆｔｅｒｙｏｕｈａveletthingsgowrong．

TeachingProcedureinDetail

lReview

OralCompositionoftheLastLessｏｎ(KeyPoints）

ａあの人は本当に７０歳かしら。

ｂ喉が乾いた。

２PresentationoftheNewMaterials

LOralIntroduction(booksclosed）

ＡｌｌｏｆｙｏｕｋｎｏｗｔｈｅｎａｍｅｏｆＡｅｓｏｐＹｅｓ,ｈｅｉｓａＧｒｅｅｋｗｒｉｔｅｒｏｆｓｕｃｈｆａｂｌｅｓａｓｔｈｅ
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foxandthegrapes,theantandthegrasshopper,ａｎｄｓｏｏｎＴｏｄａｙｗｅａｒｅｇｏｉｎｇｔｏｌｅａｒｎ
ｔwolessonsfromhisfables

Awolfwashungry,sohedressedhimselfinasheepskin,andjoinedaflockofsheep

Afterdark,theshepherdbecamehungry,ａｎｄｋｉｌｌｅｄｏｎｅｏｆｔｈｅｓｈｅｅｐｆｏｒｈｉｓｄｉnnerlnfact，

theshepherdkilledthewolf1Themoralofthestoryisthatpretendingtobesomeoneelse
cansometimesleadtoaserioussituation

Onemorestory・Ｔｈｅｒｅｗａｓａｂｉｒｄｗｈｏｕｓｕａｌｌｙｓａｎｇａｔnight・Ａｂａｔａｓｋｅｄｈｅｒｗｈｙ・

SheansweredthatitwasbecauseshewascaughtwhilesinginginthedaytｉｍｅＴｈｅｍｏｒａｌ

ｏｆｔｈｅｓｔｏｒｙｉｓｔｈａｔｏｆｔenrepentanｃｅｃｏｍｅｓｔｏｏｌａｔｅ、

2.StructuralandGrammaticalIntroduction

a・Ienjoyedmyselfattheparty.＝Ｉｈａｄａｖｅｒｙｇｏｏｄｔｉｍｅａｔｔｈｅｐａｒｔｙ・
Youyourself

He himself

She herself

Weourselves

They themselves

This“～self，，iscalledareflexivepronoun再帰代名詞．

bTombrokethewindowyesterday、

ＩｔｗａｓＴｏｍｔｈａｔｂｒｏｋｅｔｈｅｗｉｎｄｏｗ、

Inthissentencethesubject“Ｔｏｍ，'isemphasized

ltwasthewindowthatTombrokeyesterday・

Inthissentencetheobject“thewindow，，isemphasized

Likethiswecanemphasizetheadverb“yesterday,'，ｔｏｏ

ｌｔｗａｓｙｅｓｔｅｒｄａｙｔｈａｔＴｏｍｂｒｏｋｅｔhewindow、

３Reading

１．Readingforcomprehension

a,Silentreadingbythestudents

b・Summarization

EachstudentsummarizeseachparagraphinJapanese

c・Explanationbytheteacher

P・ｌ０３Ｌｌｏｖｅｒａｎｄｏｖｅｒ＝ａｇａｉｎａｎｄａｇａｉｎ

Ｌ２ｂｅｓａｉｄｔｏｂｅ＝ＩｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔＡｅｓｏｐｉｓｔｈｅａｕｔｈｏｒｏｆthesefables・

L6disguisehimself＝changeintoanotherpersonorinthiscase,ａｎｏｔｈｅｒ
ａｎｉｍａｌ

Ｌ７ｐｕｔｏｎ＝ｗｅａｒ<－÷ｔａｋｅｏｆｆ

ｔｒｉｃｋ＝deceive（だます）

L8atgrass=eatinggrass

l・l21twasthewolfthathekilled.(羊飼いが殺したのは狼だったのです｡）

Ll4getintoserioustrouble（人に迷惑をかける）

Ｌｌ６ｕｓｅｄｔｏ＝いつも.、していた。

１．１７ｃｏｍｅｕｐ＝ｃｏｍｅｎｅａｒ

Ｐ､1041.1never…but…ｃｆｎｏｔ…but…
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ｂｙday,ｂｙnight,duringthenight,ｉｎｔｈｅｄａｙｔｉｍｅ

Ｂｅｃａｒｅｆｕｌｗｈａｔｈａｓａｎａｒｔｉｃｌｅａｎｄｗｈａｔｈａｓｎｏａｒｔｉｃｌｅ

ｌ５ｎｏｔａｆｔｅｒ(oneiscaught.）“Oneiscaught'，isomitted、

２．Readingaloud

a・PronunciationofnewwordsafterSean

bModelreadingbySean

cChoralreading

dlndividualreading

４Practice

lOralcomposition

a､昨日成田空港に到着したのは米大統領のレーガンさんでした。

ｂ私はきのうその会議に欠席しました。

２．QuestionsbySeanandAnswersbythestudents

aHowdidthewolftricktheshepherdtojointhesheepwithoutbeingdiscovered？

ｂ・Ｄｉｄｔｈｅｗｏｌｆｓｕｃｃｅｅｄｔｏｅａｔｔｈｅｓｈｅｅｐ？

ｃ・Whattheshepherdkilledforhisdinner？

ｄＤｉｄｔｈｅｂｉｒｄｉｎａｃａｇｅｓｉｎｇｉｎｔｈｅｄａｙtime？

ｅ・Ｗｈｙｄｉｄｓｈｅｓｉｎｇｏｎｌｙａｔｎｉｇｈｔ？

ｆＷｈａｔｋｉｎｄｏｆｌｅｓｓｏnsdoyoulearnfromthesefables？

５Consolidation

分科会の反省会で、この授業に対して次のような感想、質問があった。

①節や句を教えず（触れずに）生徒が理解出来る点が羨ましい。

（注：反省として後日この点を復習で触れてまとめておいた｡）

②自分の日々の実践を反省させられる思いがした。一つには自分の生活の中で英語の発話能力

を高めているかどうか。また、一つには、生徒の学習に対する興味を引き出し得ているかどう

かというあたりで。このような授業を見せられると、ついつい、「生徒の能力が高いから出来る

のだ」といってしまいがちだが、そういって片付けてしまおうとする自分をいましめねばと思

っている。

③交換留学生の質問は適切なものであったが、あれは教師が準備したものなのか、それとも留

学生に任せたのか。

（注：この授業の場合、教師が準備したが、ときどき全く留学生に任せて質問して貰うこと

もある。日本人の視点と違う質問を考えてくれて面白いことがある｡）

け）効果

このように交換留学生に手伝って貰って、Reading,QuestionsandAnswers,Composition，

時には状況等の説明を行なうことが出来た。たった一人外国人がクラスに入っただけで雰囲気

は明らかに異なり、生徒に国際的視野を持たせるという意味ではプラスになると思う。しかし

高校卒業、または在学中に日本に来るので、文法的に難しいことを尋ねるとこちらの満足のい

く答えが得られない。そこで受け入れは継続するものの、毎年とは限らない事も含め、このあ

たりを改善していきたいと思っていた。
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３外国人講師の場合

(ア）外国人講師の導入

２（ウ）で述べた事を反省して、次に試みたのは、本校独自に英語11Ａに外国人講師を採用

しようということになった。実現するには金沢大学へ書類を提出し、非常勤講師の予算を得る

ことである。次のように理由（抜粋）を付して提出した。

①高校を在学中又は卒業した交換留学生の知識だけでは全面的に対応出来ないことがある。

②英語11Ａには文部省検定の教科書がない。

③日本人教師と外国人教師との間には次のような相違点が見られる。

（a)生活習慣、風俗等の違いによる発想や物の見方

（b)身振り、しぐさなどを交えた生きた英会話

（c)言語習'慣から発するつなぎの言葉一一英文と英文の間に挟まれる英会話独特のあいの言

葉など

以上のような相違点は外国人教師と生徒との直接の交流によってのみ体得きれるものであ

る。

④臨教審（61年４月）の国際化時代の対応と外国語教育の見直しに触れた答申に「世界の中

の日本人」を２１世紀のための目標として掲げ、国際社会に貢献することの出来る日本人を

育成することを目指しているとある。

(イ）授業時数及び授業形態

このような主旨で昭和61年５月提出し、創造的な言語活動をはかるべく外国人講師の導入を

実現させ、昭和62年４月～昭和63年９月まで実施した.ただし、要求は２年生と３年生の２学

年分で出したが、認められたのは1学年分３時間だけだった。この授業は２の項とも４の項と

も異なり、外国人講師一人に任せる形態をとる授業であったのが、その大きな特徴だった。そ

の年度は３年生を担当してもらうことにした。というのは、３年生なら、外国人講師の授業に

ついていけるだろうという期待があった。制度が定着したら、もう少し予算をとり、２年、１

年と増やすつもりもあったからだ。

１年目はオランダ人講師を迎えて始めた。オランダの大学を卒業後、金沢大学で陶器のこと

を研究している大学院生であった。教材を適当に用意してきて、ヒアリングを中心に授業を行

なった。１学期はうまく生徒も授業にのったが、２学期になって受験にヒアリングがいらない

生徒たちは授業中騒ぐか、内職をするものが出だした。３年生ということであらかじめこのこ

とを予期していたので、２学期半ばからクラスをヒアリングのいる生徒といらない生徒とに二

分して、授業をおこなった。３学期は３年生は特別時間割りなので、英語11Ａは設けないので

授業はない。このように変則的にすることは、本来の目的にそぐわないが致し方なかった。

２年目はこのオランダ人が帰国したので、大学卒業後、日本へ来ていたオーストラリア人講

師を迎えた。この年度も３年生でもう１度やることにしたが、今度は最初からクラスを二分し

て授業をおこなった。しかし、１０月から、講師自身が東京へ日本語の勉強に行くという理由で

来られなくなり、後続の講師のメドがたたないまま授業は立ち消えになった。ヒアリングのい

らないクラスを担当していた先生が後を続けた。

け）中止になった原因

この外国人講師の授業がわずか１年半で､ダメになった原因を考えてみた。

（あ）講師自身の止める理由が実ははっきりしない。

（い）英語を母国語とする金沢在住の外国人の絶対数が少なくて、簡単に適任者が見つから

ない。
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(う）時給（2,130円）の問題。

(え）事務手続き上での資格の問題。（－人で授業するので、教師としての免状が必要）
(お）授業を受ける生徒側（３年生であること）に問題があって、外国人講師が指導しにく

い。

（a)例えば、いくら問いかけても積極的に答えてくれない。あてるとやっと答えるという
ように、日本人特有の消極性。

（b)生徒の態度が悪く、授業にのってこず、勝手に別のことをやっていたことが、外国人
講師の気分を害した。

４文部省の英語担当講師の場合

（ア）英語担当講師の導入

上記の原因でうやむやになったまま時が過ぎた。平成２年１月、文部省より「英語担当講師
採用計画」が一般の非常勤講師の枠とは別に出された。この「英語担当講師」とは「外国人あ
るいは海外在留経験を有する日本人等のうちからコミュニケーション能力に極めて卓越した者
であり、英語の授業に参画させ、補助的指導を行なう者」という条件であり、いわゆる都道府
県で招致しているＣＩＲ（CoordinatorforlnternationalRelations)や、ＡＥＴ(Assistant
EnglishTeacher)とは、その職務、資格用件で本質的に違っているが、ともあれ、形の上では
一種のＡＥＴであると考えられる。ただ、前項３のように必ずしも教師としての資格はなくて
もよい、時給も税込3,500円とわかり、本校でも計画書を提出してみることにした。
提出書類の教育指導計画の概要として、「英語Ｉ及び英語11の時間に１時間ずつ担当する。特
にリーダーを中心に教師と外国人講師と生徒との三者一体の授業を目指す。生徒の発話を促す
機会を出来るだけ多くし、英語でのコミュニケーションを促進する」と記し、週６時間で２１０
時間要望したが180時間で認められた。そこで前回の失敗を繰り返さぬために、１年生と２年
生で授業することにした。今回は、私立の大学で先生をしているアメリカ人の奥さんを講師と
して依頼することが出来た。

（イ）授業を英語Ｉ、Ⅱ（リーダー）にした理由

ＡＥＴとのＴｅａｍTeachingは英作文に充当している学校もあると聞いているが、今回リー
ダーの授業のＴｅａｍTeachingとして提出したのは、次の３つの理由による。

①校内のカリキュラム委員会でカリキュラムの見直しをした時に、英語11Ａを昭和64年から
廃止した。

②英語IＩＣの時間では、日本語の充分理解出来ない外国人に日本語の微妙なニュアンスがわ
かって貰えないのではないか、英語としてたとえ正しくても果たして１００％その通りに伝
えることは出来ないのではないかという危倶がある。

③英語IIBや文法ではせっかくの外国人講師の授業として勿体ない。
け）具体的な授業の計画と授業例２つ

平成２年度第２学年の英語1１（リーダー）で実施したＴｅａｍTeachingの計画とその状況は
次のようである。

英語11は週３時間で実施しているが、その内の１時間をＴｅａｍTeachingに当てる。
４月～１２月ＳｕｎＳｈｉｎｅＩＩＬ４～Reading５（pp35～217）

１月～３月ＣＯＡＳＴＴＯＣＯＡＳＴＬ２ｂｙＬｏｎｇｍａｎ，

THINKTWICEbyCambridgeUniversitｙＰｒｅｓｓ

５０分の授業の内、はじめにWarm-upとしてGreetingの後簡単なQuestionsandAnswers
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を必ず設け、４０分～45分は教科書を使用して授業し、残り５分～１０分は全員が必ず１度は英語

を口に出して言うように配慮して、ゲームの時間として取った。ゲームは、しりとり、歌、ク

イズ、デイクテーション、Hangman,ＳｉｍｏｎＳａｙｓなどである。

１２月に教科書が終わったので、１月～３月までの間、ＣＯＡＳＴＴＯＣＡＯＳＴ１，２，ＴＨＩＮＫ

ＴＷＩＣＥを参考にし、その中から適宜教材を選んで作ることにした。その理由は、

①ＣＯＡＳＴＴＯＣＯＡＳＴはcolourfulでconversationがsituationによって選べること。

②授業時数が少ないので、どこから始めて、どこで終わってもよいものを選べる。

③書いてあることが少なく、つまり文字が少なく、絵から色々想像出来、それでいて、一つ

の会話パターンになっている。

このように応用がきき、Creative.なところが気に入り、アメリカ人講師の推薦もあったので

採用した。主に選んだ内容は、簡単だが日常よくあり、それでいて、将来生徒たちが遭遇する

かもしれない状況のもの、例えば、電話、道案内、空港、税関での会話などである。ＴＨＩＮＫ
Ｏ

ＴＷＩＣＥはクイズ形式で時間調整に使用した。なお、３学期はゲームは中止した。

大体､ＴｅａｍTeachingは１週間のうちのある１日の午而前２，３，４限と連続した３時間だっ

たので、最初のクラスでうまくいかなくても、２時間目、３時間目にはその箇所をすばやく手

直しして行なったが、そういう箇所は殆どアドリブで行なった。授業中、急に思いついて説明

してもらうこともたびたびあったが、息があったせいか、たいていうまくいった。

次に授業例２（教科書を使用したもの)、授業例３（ＣＯＡＳＴＴＯＣＯＡＳＴを使用したもの）

を載せる。

＊＊＊＊＊

TeachingP1an2

１nstructors：JanetCarruthersandTakakoNishinｏ

ｌＤａｔｅ：Ｍａｙ30,1990

11Class：２－BClass

lllText：ＳｕｎＳｈｉｎｅｌＩＬｅｓｓｏｎ４Ｐａｒｔｌ（pp､76～79）

ＩＶＭａｊｏｒＡｉｍｓ鄙

TohelpthestudentsunderstandthecontentofPartl

TohelpthestudentｓｔｈｅｕｓｅｏｆｎｅｗｗｏｒｄｓａｎｄｔｈｅＳｔｒｕｃｔｕres

VPeriodallotted：５（thisbeingthe2ndperiod）

ＶＩＩｔｅｍｓｔｏｂｅｓｔｒｅｓｓｅｄ：

APattern：Ｓ＋Ｖ(be）＋Ｃ(that節）Ourargumentisthat～・

BWordsandPhrases：

decoratethetruth,applealto,followalongprideonselfon

VllAReviewMaterial

AndyARooney，afamousAmericancolumnist,criticizestwoaspectsofAmer‐

icanlife-styleTheｅｘｃｕｓｅｐｅｏｐｌｅｍａｋｅｗｈｅｎｔｈｅｙｄｏｗｈａｔtheyshouldnot,ａｎｄｔｈｅ

ｕｓｅｏｆｓｕｃｈｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｓ‘`Thankyou，'ａｎｄ“Ｈａｖｅａｎｉｃｅｄａｙ.'，

［1］

ＩｓａｗｔｈｅｄｒｉｖｅｒｏｆａｔｒｕｃｋｔｈｒｏｗａｐａｐｅｒｃｕｐｏｕｔｔｈｅｗｉｎｄｏｗｏｎｔｏａＮｅｗＹｏｒｋ

ｓtreetyesterdayanditangeredme，Iwasdrivingmyself,ｓｏｌｐｕｌｌｅｄｕｐｂｅｓｉｄｅｈｉｍ

ａｔｔｈｅｎｅｘｔｌightandshouted，“Youdroppedsomethingbackthere1，，

Ｈｅｇｏｔｍｙｍｅｓｓａｇｅａｎｄｈｅｇａｖｅｍｅｏｎｅｉｎreturn．
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“Ｗｈａｔｄｏｙｏｕｗａｎｔｍｅｔｏｄｏ－－ｔａｋｅｉｔｔｏｔｈｅｄｕｍｐ？Thiswholetown，ｓａｄｕｍｐ.，，

Inotherwords,everyoneelsewasdoingit,whyshouldn，ｔｈｅ？

“Everyoneelseisdoingit”ｓｅｅｍｓｔｏｂｅｔｈｅｍｏｓｔｃｏｍｍｏｎｅｘｃｕｓｅｍｏｓｔｏｆｕｓｇｉｖｅ

ｏｕｒｓｅｌｖｅｓｆｏｒｄｏｉｎｇｓｏｍethingwereallyshouldn，ｔｄｏＩｆｅｎｏｕｇｈｐｅｏｐｌｅｄｏｓｏｍｅｔｈｉｎｇ

ｔｈat，ｓｗｒｏn9,ｉｔoftenbecomescommonpractice

Thecollegefootballseasonisstarting,ａｎｄｔｈｉｓｉｓｏｎｅａｒｅａｗｈｅｒｅｐｒｏｂｌｅｍｓ

ｆrequentlyoccur・Ｃｏｌｌｅｇｅｔｅａｍｓｓｈｏｕｌｄｂｅｍａｄｅｕｐｏｆｓｔｕｄｅｎｔｓｗｈｏｃｏｍｅｔｏｓｃｈｏｏｌ

ｆｏｒａｎｅｄｕｃationandwhoplayfootballforfun、However,ｗｈｅｎｏｎｅｏｆｔｈｅｔｅａｍｓｉｎ

ａｈｏｔｃｏｌｌｅｇｅleaguelowereditsstandardsjustahairtoadmitahighschoolboywho

failedbiologybutranthehundred-yarddashin９．８seconds，amateurfootballwas

doneforinthaｔｌｅａｇｕｅ

ＢＮｅｗＭａｔｅｒｉａｌ

ｌｎｔｈｅｎｅｗｓｂｕsiness，ｔｈｅｎewspaperthatdecoratesthetruthandprintsthe

storiesthatappealtoourfeelingswillalwayssellthemostpapersltisdifficultfor

othernewspapersnottofollowalongonthetheorythat“everyoneelseisdoingit.'，

Ｔｈｅｒｅｉｓａｌｗａｙｓａｄｉｌｅｍｍａａｍｏｎｇｎｅｔｗorktelevisionnewsorganizationslfone

ofthemeverdecidestoloweritsjournalisticstandardsandgivepeoplewhatthey,d

liketowatchinsteadofwhａｔｔｈｅｙｏｕｇｈｔｔｏｋｎｏｗ,thatnetworkwillverysoontake

themajorpartoftheaudience・Ifthathappens,willtheothersfollow？Theyprobably

will,ａｎｄｔｈａｔｗｉｌｌｂｅｔｈｅｅｎｄｏｆｈｉｇｈｑｕａｌｉtytelevisionnews・Ithasalreadyhappened

inlocaltelevisionnewsinmanycities

ldon，ｔｋｎｏｗｗｈｙ“everyoneelseisdoinｇit，'issuchanattractiveideatoanation

thatpridesitselfonitsindividualityasoursdoes・Westartleaningontheideawhen

we'ｒｅｋｉｄｓｌｆｏｕｒｍｏｔｈｅｒｔｅｌｌｓｕｓｔｏｇｏｔｏbedateightthirty,ｏｕｒａｒｇｕｍｅｎｔｉｓｔｈａｔ

ｗｅｏｕｇｈｔｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｓｔａｙｕｐｕｎｔｉｌｎｉｎｅｂｅｃａｕｓｅ“everyoneelsedoes.'，Rightor

wrongdoesn，ｔｅnterintoourthinkingNotonlythat,ｂｕｔｉｆａｍｏｔｈｅｒｌｅａｒｎｓｔｈａｔａ

ｌｏｔｏｆｋｉdsactuallydostayupuntilnine,she'ｓｍｏｒｅａｐｔｔｏｌｅｔｈｅｒｓｄｏｉｔｔｏｏ・

Thisisn'ｔｍｕｃｈｏｆａｃｏｌｕｍｎｔｏｄａｙ,ｂｕｔｌｗａｎｔｅｄｔｏｇｅｔｏｎｅｏｕｔｉｎａｈｕｒｒｙｌ'ｖｅ

ｂｅｅｎｒｅａｄｉｎｇｓｏｍｅｏｆｔｈｅｏｔｈｅｒｃｏlumnistsandeveryoneelseisdoingｉｔ．

TeachingProcedureinDetail

lGreetinglncludingQuestionsandAnswers

２Review

(1)ReadingthefirstpartofPartl（p､７６１．６～p,771.8）

(2)Oralreview(booksclosed）

AndyRooney，ａｆａmousAmericancolumnisttalksinthissectionaboutthe

excusespeoplemakewhendoingthingstheyshouldn't・“Everyoneelseisdoingit，，ｉｓ

ａｔｙｐｉｃａｌｒｅｓｐｏｎｓｅｙｏｕｗｉｌｌｇｅｔｉｆforexampleyouconfrontsomeonewhｏｈａｓｔｈｒｏｗｎ

ｌｉｔｔｅｒｏｎｔｈｅstreet．“Everyoneelseisdoingit'，isthereasonmanycollegesgivefor

admittingstudentstoplayfootballeventhoughtheirgradepointaverageisbad

Questions：１)WhoisAndyRooney？

（HeisafamousAmericancolumnist.）
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２)WhatphrasedoAmericanslovetouse？

（Theylovetouse，，everyolleelseisdoingit.，，）

３)Whathappenedwhenonecollegelowereditsstandardstoadmitastudent

whowasagoodfootballplayer？

（Othercollegesdidthesameandcollgefootballwasdoneforinthat

league.）

３PresentationoftheNewMaterials

（１）Oralintroduction(booksclosed）

AndyRooneytalksabouttheexcusespeoplemakewhendoingthingsthey

shouldn，t、“Everyoneelseisdoingit，，istheexcusenewsbusinessesmakewhenwriting

articlesinnewspapersｔｈａｔａｐｐｅａｌｔｏｔｈｅｒｅａｄｅｒｉｎｏｒｄｅｒｔｏsellmore．Childrengive

thereason“everyoneelseisdoingit，，whentryingtoconvinceMomtheyshoＵｌｄｂｅａｂｌｅ
０

ｔｏｇｏｔｏｂｅｄａｔ９：００ｐ．ｍ．ｉｎｓｔｅａｄｏｆ８：３０ｐ．ｍ．EventhoughAmericanspride

themselvesonindividuality，“everyoneelseisdoingit'，ａｓａｐｈｒａｓｅｔｈａｔｓｅｅｍｓｔｏｂｅ

ｗｅｌｌａｃｃｅpted

(2)Questionsandanswers

l)Ｎametwowayspeopleusethephrase,“Everyoneelseisdoingit.”

（Newsbusinesseswhowritenewsarticlestoappealtothereader.）

（Childrenwantingtostayuplateratnight.）

２)Ｗｈｙｉｓｉｔｓｔｒａｎｇｅｔｈａｔ"everyoneelseisdoingit，，issuchanattractiveideain

America？

（BecauseAmericansusuallypridethemselvesontheirindividuality.）

４Reading

（１）ListeningtoAET，sreadingforcomprehension(booksopen）

（２）Explanationofgrammaticalpointsbytheteachers

P､７７１．９decoratethetruth＝makelessharsh,ｃｏｖｅｒｕｐ

ａｐｐｅａｌｔｏ＝attract

P､７８１．２followalong＝ｄｏｔｈｅｓａｍｅｔｈｉｎｇ

Ｌ１１１ｏｃａｌｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎｎｅｗｓ

ＣＢＳ(ColumbiaBroadcastingSystem）

ＮＢＣ(NationalBroadcastingCompany）

ＡＢＣ(AmericanBroadcastingCompany）

Ｌｌ５Ｗｈａｔｄｏｅｓ“theidea，，standfor？

（Itstandsforthephrase“everyoneelseisdoingit.，,）

ａｓｏｕｒｓｄｏｅｓ＝ａｓｏｕｒｎａｔｉｏｎｐｒｉｄｅｓｉｔｓｅｌｆｏｎｉｔｓｉndividuality

Ll70urargumentisthａｔ～ＳｅｅＰ､８４，KeyPoints,Sentence

Ll9What，ｓｔｈｅｒｅalmeaningof`that，？

（Itmeansthesentence“Rightorwrong，，doesn，tenterintoourthink‐

ing.）

（３）Readingaloudwithcomprehension(IndividualandChoralReading）
５Consolidation

Ｉ。
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＊＊＊＊＊

TeachingPlan3

Instructors：JanetCarruthersandTakakoNishinｏ

ｌＤａｔｅ：February5，１９９１

１１Class：２－AClass

lllText：ＣｏａｓｔｔｏＣｏａｓｔｌ“ＡＨｏｔｅｌＲｏｏｍ'，

ＣｏａｓｔｔｏＣｏａｓｔ２“ATelephoneMessage'’

1ＶＭａｊｏｒＡｉｍ：Topracticerelayingatelephonemessagetoanotherperson

VPeriodsalloted：６(thisbeingthe3rdperiod）

VＩＩｔｅｍｓｔｏｂｅｓｔｒｅｓｓｅｄ：Ｔｈｉｓｉｓ…ｆｒｏｍ.…Ｃｏｕｌｄｈｅｃａｌｌｍｅ.….？

ⅦＡ､ReviewMaterial：“ＡＨｏｔｅｌＲｏｏｍ'，

Ａ：PacificHoteLMaylhelpyou？

Ｂ：Yes・Ｉ，ｄｌｉｋｅｔｏｒｅｓｅｒｖｅａｒｏｏｍ,please．

Ａ：Certainly・Ｆｏｒwhen？

Ｂ：Ａｐｒｉｌ２９ｔｈ

Ａ：Yes,that'ｓｆｉｎｅＭａｙＩｈａｖｅｙｏｕｒｎａｍｅ,please？

Ｈｅｒｅａｒｅｓｏｍｅｗｏｒｄｓｙｏｕｃａｎｕｓｅ：

BNewMaterial：“ATelephoneMessage'，

Ｊｕｄｙ：Ｇｏｏｄmorning,Quest・Judyspeaking

Terry：Hello・ＭａｙｌｓｐｅａｋｔｏＧｉｎｏ,please？

Ｊｕｄｙ：Ｉ'ｍsorry,ｈｅ，soutatthemoment,butｈｅ，llbeinthisafternoonMayltakea

message？

Terry：Yes，thisisTerrySternfromFotoｇｒａｆｉｃｓＣｏｕｌｄｈｅｃａｌｌｍｅａｔｗｏｒｋｔｈｉｓ

afternoon,ｏｒathometonight？

Ｊｕｄｙ：０Ｋ．CouldIhavethenumbers,please？

Terry：Myworknumberis451-6201，eXtension42，ａｎｄｍｙｈｏｍｅｎｕｍｂｅｒｉｓ３２６－

４３６５．

Ｊｕｄｙ：Thankyou．Ｉ'llgivehimthemessage、

Terry：ThankyouGoodbye

Judy：Goodbye．

TeachingProcedureinDetail

A・Review

Students，ｒｏｌｅｐｌａｙｏｆ“ＡＨｏｔｅｌＲｏｏｍ，，withoutlookingatthehandouts．

Ｂ・PresentationoftheNewMaterial

lDemonstrationbytheAmericanteacherandtheJapaneseteachertwice，

２Questionsandanswers

4８

Ａ､Ｃ､Ｔ・Theater reservetwoseats Ｍａｒｃｈｌｓｔ

Ｇ
●●

l0rglo
，

ｓRestaurant reserveatablefortwo １０ｏ，clocktonight

Sassoon，SHairstylists makeanappointment Ｔｈｕｒｓｄａｙｍｏｒｎｍｇａｔ９ｏ，clock
.●

Ｂｕｄ９etRent-a-Car rｅｎｔａｃａｒ Novemberlst,fortheweekend



（１）WhocalledJudy？（TerrySternfromFotografics.）

（２）Ｗｈｏｄｉｄｈｅｗａｎｔｔｏｓｐｅａｋｔｏ？（ＴｏＧｉｎｏ.）

（３）WhereisTerrygoingtobethisafternoon？

（Heisgoingtobeatworkthisafternoon.）

CReading

lReadingforcomprehension

aModelreadingbytheAmericanteacher

hExplanationofthesituatio、and,especially,ofthepattern,‘Ｔｈｉｓｉｓ.…from.…，

cChoralReading

２Demonstrationontheplatformbyasmanystudentsaspossible

D・Practiceoftheothertwomessages

lUnderstandingthetwomessagesbysilentreading

Reconstructthetelephoneconversationsfrommessagesbelow・

Thenpracticegivingandtakingmessages．

TelephoneMessages
TelephoneMessages

ＭＥＳＳＡＧＥＦＯＲ：Ｇａｒｙ

ＷＨＩＬＥＹＯＵＷＥＲＥＯＵＴMESSAGEＦＯＲ：Ｊｕｄｙ

ＷＨＩＩＥＹＯＵＷＥＲＥＯＵＴ：

ＨｏｗａｒｄＳｃｕｌｌｙ

ＦＲＯＭ：Kodak

CALLED図ＣＡＭＥＢＹ□

ＭＥＳＳＡＧＥ：

JimBrady

ＦＲＯＭ：Genico

CALLED図

ＭＥＳＳＡＧＥ：

ＣＡＭＥＢＹ□

Meethimfordinnertomorrow

nightaｔｌＰＭ､ｉｎｌｏｂｂｙｏｆ

ＹａｎｋｅｅＨｏｔｅｌ

Ｃｏｍｅｂｙａｎｄ

ｐｉｃｋｕｐｙｏｕｒｆｉｌｍ

ＴＥＬＥＰＨＯＮＥＮＵＭＢＥＲ：472-1051

（ＹａｎｋｅｅＨｏｔｅＤ

ＭＥＳＳＡＧＥＴＡＫＥＮＢＹ：ｒｏｏｍ８６

Ｇｉｎｏ

ＤＡＴＥ：５/６

ＴＩＭＥ：４ＰＭ．

ＴＥＬＥＰＨＯＮＥＮＵＭＢＥＲ：

ＭＥＳＳＡＧＥＴＡＫＥＮＢＹ：Ｇａｒｙ

ＤＡＴＥ：５/５

ＴＩＭＥ：９ＡＭ、

２Questionsandanswers

Eachmessageisaskedbythefollowingquestionstoletthestudentsunderstandeach

situation．

（１）Ｗｈｏcalled？

（２）Whodidthecallerwantedtospeakto？

（３）Whotookthemessage？

３Ｄemonstrationontheplatformbyasmanystudentsaspossible

EConsolidation
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＊＊＊＊＊

以上２つのTeachingＰｌａｎからもわかるように、このような展開で授業を行なってきた。教

科書使用の時は、内容によって、アメリカ人講師は曰本人講師との呼吸を見計らって、本文に

即して適切な解説をしてくれた。例えば、構文上、言い回しのわかりにくい箇所を平易な英語

にしたり、CBS,ＮＢＣ,ＡＢＣなどアメリカで放送されているテレビ会社のこと、スーパーマー

ケットの曰米の違い、アメリカの町の様子、バレンタインの習慣の違い等、活字のアメリカが

生き生きと講師の口を通して語られ、生徒たちの理解の手助けとなった。“CoasttoCoast'，で

はアメリカ人講師と日本人教師のやりとりは、実際感情を込め、イントネーション、ジェスチ

ャーに注意して演技した。アメリカ人講師もこの時はとても生き生きとしていて、こちらもつ

いつられて演技に力が入った。生徒たちは最初は照れていたものの、回を重ねるうちに度胸が

つき、アドリブさえ言えるようになった者もいた。しかしまだまだお粗末な表現力であること

はいうまでもないことである。もう少し授業回数があったらとつくづく思った。こうして１年

間実施してみて英語教育の目的のコミュニケーション能力、発話能力を高めることは大変難し

い事であると思い知らされたが、今回の経験は次回の授業への大きな土台になってくれるとも

思った。

(エ）生徒の感想

1年間実施してみて、生徒の方からの感想又は手応えを得るためにごく簡単なアンケートを

とってみた。アンケートの内容は次のようなものである。回答者は125人である。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●・●●●

ティームティーチングについて、次のアンケートに答えて下さい。

１．Janet先生の授業を１年間受けてみてよかったと思いますか。

ｌよかった２よくなかった３どっちとも言えない

その理由を書いてください。（ ）

２．Listeningの力はついたと思いますか。

ｌついた２つかない ３どっちとも言えない

３．Speakingの力はついたと思いますか。

１ついた２つかない３どつちとも言えない

４．Readingの力はついたと思いますか。

ｌついた２つかない３どつちとも言えない

５．Writingの力はついたと思いますか。

ｌついた２つかない３どっちとも言えない

６．あなた方の学年はリーダーでティームテイーチングをしましたが、授業の形式、内容につ

いて答えて下さい。

１リーダーでよい２サイドリーダーでよい３英作文でよい

その理由を書いてください。（ ）

７．どんな授業が希望だったか、具体的に書いて下さい。（）
Ｂ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●●

1.の回答でｌ「よかった」と答えた者の中から主な理由を拾ってみる。

＊授業が楽しかった。

＊生の英語を聞くことが出来たから。自分でその場で話そうという勇気が持てたから。

＊週１回気分転換になった。授業にリズムがついてよかった。
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|副』L1J に 卜
に 4］

＊異文化を肌で体験出来たし、英語で話して意味がわかったり、通じたりしたら、嬉しかっ
た。

＊会話十ヒアリングの時間そのものがあったことがよかった。

＊英語というものを読んで理解するだけではなくて、自分でしゃべれるようになりたいと思
えるきっかけになった。

＊naturalな発音を生で聞けたし、話している内容を聞き取らないと授業の内容がわからな

くなることもあり、必死で聞いたので、ヒアリングの力をのばすことが出来た。又話すと
いう点でも勉強になった。

＊小学生の時、英会話の先生がカナダ人でとても恐い印象だったが、外国人に対する抵抗が
無くなってきたように思われた。

＊生の英語を聞くことが出来たということが大きな理由であるが、アメリカ人独特の大らか

さと明るさに触れることが出来て、大変嬉しかったし、曰本人の特徴について改めて考え
させられた。

＊外国の人と話す機会はなかなかないので､週一度のJanet先生の授業は大変貴重だった。
外国の慣習などもいくつか分かりとても勉強になったと思う。

＊最後の10分間の有り難みを味わった。アメリカ英語の現実を垣間見た感を受けた。
１．の回答で２「よくなかった」と答えた者のなかには女子が０人だったことは、このアンケー

トから得た大きな特徴といえる。やはり女子の英語好きを反映しているのだろうか。２と答え
た理由をあげる。

＊週１回、しかも50分間生の英語を聞いたからといって、会話力がつくものでもなく、英語
会話を毎曰聞くほうがずっと楽しいし、また、欧米の文化をより正確に知ることが出来る
と思う。

＊もともとヒアリングがだめなので、あのくらいの授業数をうけてもなんにも上達しなかっ
たので無意味だった。

＊－週間１時間程度ではあまり効果がない感があり､授業の題材もたいして面白くなかった。
＊リスニングの力が不十分で殆ど聞き取れずに終わった。

5１

男 女 男 女 男 女

１ 1

3４ 3４

6８
２

1３ ０

1３
３

3０ 1４

4４

２ １
1９ 2１

4０
２

3１ 1０

4１
３

2７ 1７

4４

３ １

４ ８

1２
２

4４ 2５

6９
３

2９ 1５

4４

４ １
４ 1０

１４
２

3５ 1５

5０
３

3８ 2３

6１

５ １
３ ５

８
２

3９ １８

5７
３

3５ 2５

6０

６ １
4４ 2５

6９
２

1６ 1０

2６
３

６ ６

1２
４

１１ ７

1８



＊何の役にも立たなかったので、真剣に受けることが出来なかった。

＊授業回数が少なく、何をやっても中途半端だった。

１．の回答で３「どっちとも言えない」と答えた理由をあげてみる。

＊授業によって英語の力をつけようと考えるのであれば、あまりに時間が短い。

＊少しはヒアリングの力がつくと思って真剣に聞いていたのに、依然ヒアリングの点が全然

とれず失望している。ただ、発表の機会があり、曰頃よくわからない友達の面白さに触れ

られて楽しかった。

＊息抜きの時間にすぎなかった。

＊中途半端で何の力をつけようとしているのかよくわからなかった。

＊ヒアリングの力が少しはついたかもしれないが、毎日聞くラジオ英会話の方が効果があり

そうに思ったから。でも楽しかった。

＊Nativeの英語を聞けたのはよかったが、時間が少なかったので、効果があったと思えな

い。

このようによしとするもの、そうでないものと意見は色々である。「よくなかった」「どっち

とも言えない」と答えた者の中にも、授業は楽しかったが、時間的少なさを理由に効果の点で

否定的、中間的に答えたと思われる者がおり、時間を増やす、つまり継続して学習すると又考

えも変わるかもしれない。英語が得意、不得意によっても意見は違ってくるが、全体として授

業そのものに対する生徒の感想はよかったと思うものが多いと結論を出してもよい。よしとす

る者の中には冒頭に掲げた外国語の目標に非常に近い理由を挙げた生徒が何人かいたというこ

とを考えれば、この授業は１年間決して無駄ではなかったといえる。

２～５については、リスニングとスピーキングの力はついたものの、リーディング、ライテ

ィングの力はつかなかったと答えた生徒が、圧倒的に多く、この点が今後考えていかなければ

ならない所だと思う。

また、授業を行なう教科は圧倒的にリーダーが多かった。４の数字は回答無しである。リー

ダーと答えた理由として、

＊英語を全体的にみて楽しむ時間であってほしいから。

＊作文、リーディング、ヒアリングと様々な要素を均等に盛り込んでいるため。

＊リーダーのテキストの内容の多様性に合わせてJanet先生の色々な考え方、アメリカ人の

考え方を知ることが出来たから。

また、７の授業希望として、

＊英語でディスカッションをする。一つの議題について拙い英語でもよいから意見をいう。

自己表現の力が付き、海外でもうまくやっていけると思うので。

＊辞書にでていないスラングを教えてほしかった。

＊物語を一緒に読む。

＊４，５人の班で自由に英語で会話する。

＊授業というよりもっと打ち解けた形で出来たらよいと思う。（机を下げて、椅子だけで話す

とか､､､）

＊Janet先生の歌がもっと聴きたかった。

ディスカッションを希望していた者が数人おり、生徒たちの拙いながらやってみたいという

意欲がうかがわれた。本校では新指導要領ではコミュニケーションＡを実施することにしてい

るが、発展させてコミュニケーションＢ、Ｃの内容も入れてみるよう、一考の余地がある。

(オ）け）と（エ）からわかったこと
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１年間のＴｅａｍTeachingの経験と生徒の感想から気づいたことをまとめてみる。（参考：

ＡＥＴとつきあう18章ｐ､156）

［良い点］

ｉ生徒にとって生きた言語、コミュニケーションを実感させることが出来る。

ｉi少しでも意志を通じ合えた時の喜びは大きく外国語学習の動機づけとなり、学習意欲

を高めることが出来る。例えば、成績のふるわない生徒でも発音、イントネーション

がよいと讃められろと意欲が出てくる。

iii考え方や習慣の共通、差異がわかり、国際理解へ－歩近寄る。

ｉｖ発音、イントネーション、ゼスチャーなどの重要性、意味がわかる。

ｖ教師にとってもNativelnformantとしての意義は大きい。

［良くない点］

ｉ都道府県のＡＥＴと違って、常勤しているのではないこと。教師及び生徒との接触は

その時間だけに限られるし､講師が生徒一人一人理解する時間が少なすぎる。
ｉi常に次回の予定を－週間前に組んで授業の範囲とアメリカ人講師のやって貰う内容の

おおまかな打ち合せを済ます必要があるので、教師側の負担が大変大きい。

iii当曰は、授業直前の数分で打ちあわせをしてその曰の授業に臨むので、最初の時間迄

に手直しがきかない。やって見るしかない。

［授業のための留意点］

ｉ各レッスンの目標を明確にしておく。

ｉｉ授業計画と方法・内容は曰本人教師が主動的に作って打合せる。

iii生徒のつまずきの原因を外国人講師にもよく理解してもらって、克服するようにして

いく。

ｉｖ普段の授業でも英語で生徒に語りかけ、外国人講師の時間が終わるとがらっと元に戻

ることのないようにする。

ｖ１時間をいくつかの部分に分けて生徒の集中力の焦点を変えながら授業を進める。

ｖｉ教師と外国人講師だけのやりとりを続けて生徒の参加のないのはよくない。生徒を外

国人講師と直接接触の機会をなるべく多くする。

vii事前の打ち合せと事後の点検、反省の時間をとるよう努力する。

ｖiii二人三脚は呼吸が合わないとうまく行かない。相手の性格をつかんで授業を進めるよ

うよく配慮しなければならない。

(力）今後の取り組みについて

こうして平成２年度は終わろうとしている時に、平成３年度の採用計画を提出することにな

った。生徒の感想と曰本人教師の気づいた点をまとめて次のように書いて提出した。

「教育効果の概要」として、

①ネイティブスピーカーの発音、時には発想も生徒が直接学ぶことが出来た。

②英語に対するモテイベーションになった。

③英語のプラクティカルな側面にも注意が与えられ、実感として生徒が納得出来た。

④平成２年度のネイティブの人柄がたいへん良かったので、外国人恐怖、コンプレックス

が最初の頃に比べて解消され、生徒も講師も授業を楽しく出来た。

「採用計画」として、

生徒が直接ネイティブスピーカーから吸収する機会が多いほど効果がある。どんな簡単

な文でも口に出して言うのが困難であることは２年度に経験済みであり、しゃべる機会

メ
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を出来るだけ多くし、しゃべろうとする努力を生み出す動機づけが大切であると考え、

１年と２年のリーダーを中心に教師、外国人講師、生徒の三者一体となった授業を目指

し、ティームテイーチング方式により、週６時間（１クラス１時間）授業に参画させる

もの。

こうして平成３年度も平成２年度と同額の予算がついた。現在、１年、２年とで他の先生方

がティームティーチングを行なっている。

「英語学習はコミュニケーションを目指している。言語使用場面で自分の考えや感情がうま

く相手に伝わっていくような生きた英語力の養成が急務である｡」（英語授業を魅力的にｐ,29）

とすれば、ティームティーチングは教師の協力的指導によって授業の中で、このような目的を

達成するための効率を高めようとするものである。単に「日本人教師が外国人講師と一緒に授

業をする」（英語教育学概論ｐ285)というとらえ方をしないで、コミュニケーションを目指し、

さらには、コミュニケショーンのもっと進んだ形であるinteractionを目指したいと思ってい

る。１年目は進度の事を考えたので、あまりテキストを離れることはなかったが、次回は時間

さえ許せばテキストを離れて、CoasttoCoastや感情表現集のような題材をふんだんに扱って

いきたいと思っている。

また平成２年、３年は学年進行で外国人講師との授業を入れたので、現３年生は１年間のみ

の経験となった。前項の授業希望でもあったように、ディスカッションが出来るようになるに

は、是非とも１年から３年までの外国人講師との継続授業が望まれる。とすれば、前回の失敗

はくり返したくないが､やはり今後は３年生にも予算がついて､３年間継続して､ティームテイー

チング出来ることが望ましい。

5.事務上の手続き

新規の外国人講師には以下の事務上の手続きが必要であり、これには大半、英語科の教師が

あたる。

(1)講師探し－－知人、友人のってで捜すが、滞曰外国人の家族が望ましい。

(2)講師該当者が見つかったら、次の書類を作成する。

①履歴書（市販されているもので、本籍地の入っている用紙を使用する｡）

（英文､『日本文、写真不要）

（作成に当たって）

学歴義務教育卒業後の入学・卒業（修了・退学）を順に記入する。

職歴採用・移動・退職事項について年次順に記入する。

免許資格免許資格の取得年月日、種類を記入する。

②健康診断書（当校指定用紙、金沢大学保健管理センター）

③外国人登録証明書（写）

④パスポート（写）

⑤非常勤講師に係わる教授（又は実習）許可申請書（指定様式）

（本校より石川県教育委員会教職員課へ）

⑥身元保証書（指定様式）（本人から法務省へ）

⑦資格外活動許可申請書（本人がしてくる）

（法務省）名古屋入国管理事務所金沢港出張所

⑧非常勤講師の委嘱承諾書（指定様式）（本人から金沢大学へ）

⑨印鑑の作成（カタカナのもの）（本人）
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⑩銀行への振込み用紙（口座がなかったら開く）

6.終わりに

交換留学生に始まり、文部省の外国人英語担当講師導入と実践までの経過、授業例を通して

気づいた事を述べて来た。このまま英語担当講師制度が定着するものならそう願いたいが、こ

の企画は３年計画で進めているものだから、３年経過後一体どういう方向に落ち着くものか、

今のところ、全く予想がたたない。しかし、現在、中学校、高等学校で実践しているその報告

から、文部省もこの企画の定着を図り、さらには一校一人の常勤という都道府県なみの線に落

ち着けば､現場で実際に外国人と触れる機会がそれだけ多くなるから、国際理解の一助となり、

国際性を養う事を目標とする英語教育もより一層の充実があるものといえる。
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